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日銀金融政策決定会合（2024年6月）
植田総裁は歴史的な円安を「十分に注視」

1/1

2024年6月17日

日銀は次回7月会合で国債買入れを「相応の規模」で減額

6月14日の10年国債利回りと米ドル円の動き

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

※3分足、値のない時刻は直前値を使用

(2024年6月14日9:00～16:30)(%) (円/米ドル)

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

企業物価指数と輸入物価指数

（2013年1月～2024年5月）

6月13～14日に日本銀行（以下、日銀）は金融政策決定会合を開催し、これまで通り、無担保コール

レート（オーバーナイト物）を0～0.1%程度で推移するよう促すことを決定しました。もっとも、今会合

での政策据え置きは広く予想されていました。市場が注目していたのは観測報道があった国債買入れの減

額です。現在、日銀は月間6兆円程度の国債買入れを行っており、このペースでの買入れは日銀が保有す

る国債の償還と同程度です。つまり、国債買入れを減額することはバランスシートの縮小（量的引き締

め）になるために市場が注目していたわけです。蓋を開けてみると、①次回会合まで現状の買入れ方針を

維持すること、②次回会合で今後1～2年程度の具体的な減額計画を決定すること、が示されました。この

決定は市場でハト派サプライズと受け止められ、市場は金利低下・円安で反応しました。

記者会見で植田総裁は、国債買入れ減額について予見可能な形で、市場参加者の意見を聞きつつ丁寧に

進めたいとの慎重な姿勢を見せました。一方で、足元の円安について輸入物価を通じた物価上昇圧力が再

燃しつつあるとし、基調的な物価上昇率を考えるうえで十分に注視していく考えを示しました。国債買入

れ減額の決定が次回7月会合に先送りされたことで、同会合での利上げ可能性が低下したとの見方もあり

ますが、データ次第では利上げもあり得ると市場を牽制しました。減額幅は「相応の規模になる」との発

言もあり、次回会合までの市場は、具体的な減額幅を探っていく展開になると考えられます。

155.0

155.5

156.0

156.5

157.0

157.5

158.0

158.5

0.90

0.91

0.92

0.93

0.94

0.95

0.96

0.97

9:00 11:00 13:00 15:00

10年国債利回り（左軸）

米ドル円（右軸）

(前年同月比、%)

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

'13/1 '15/1 '17/1 '19/1 '21/1 '23/1

企業物価指数

輸入物価指数


	スライド 1

